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近年，H2O2 の電気化学的な分解反応を利用した自己

発電型バイオセンサの研究が盛んに行われている。我々

も，Au および Pt 金属表面上で H2O2の酸化反応と還元

反応が自発的に進行する現象を用い，Pt と Au で微細櫛

形電極の電極対としたPt-Au微細櫛形電極がH2O2濃度

に応じた電流を発生することを見出してきた。さらにこの

Pt-Au 櫛形電極上に，グルコース酸化酵素(GOx)を固定

化すると，GOx のグルコースとの反応生成物である H2O2

により電流生成され，電流計のみでグルコースセンサを構

成できることを示した。今回，H2O2 還元反応の触媒として

機能する Prussian blue (PB) を Au 電極側に修飾する

ことにより，さらに大きな電流発生が見出されたため，PB
の電着過程を各種顕微鏡により観察した。 

１．概要（Summary） 

 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

・短波長レーザー顕微鏡 (VK-9700) 
・低真空走査電子顕微鏡 

【実験方法】 
テンパックス基板上に幅 10 µm，長さ 7 mm の Pt と

Au の電極を間隔 10 µm で交互に配置した櫛形電極

(Pt-Au 櫛形電極）を作製した。この櫛型電極の Au 側へ

の選択的PB電着は，低周波数の交流電界を印加するサ

イクリック・ボルタンメトリー(CV)法を用いて次のように行っ

た。塩化カリウム 0.1 mol/L，フェリシアン化カリウム 1 
mmol/L，塩化鉄 1 mmol/L，塩酸 0.2 mol/L を含む

溶液中において，Ag/AgCl 基準電極に対し 0.35～0.75 
V の電圧をAu電極に印加し，30回程度の掃引を行った。

PBは絶縁性の高いナノ粒子として電極に付着すると考え

られ，CV応答電流値を観察することでPB電着量の制御

や再現性を高めることができた。 
この手法では Au 電極のみに PB が存在し，Pt 電極上

には存在しないと推定される。これを実験的に確認するた

め，巨視的な観察手法であるレーザー顕微鏡と微視的な

手法である電子顕微鏡を用いて観察した。 
 

Fig. 1 にレーザー顕微鏡による観察結果を示す。金色

の Au 電極上に緑色の PB が析出している一方，銀色の

Pt 電極には何も析出していないことが分かる。さらに電子

顕微鏡を用いて両電極表面の組成分析を行ったことろ，

Au 側にのみ PB 構成成分である Fe の存在を確認した。

すなわち，Au電極上での選択的なPB析出が確認できた。

Au 上での PB を電子顕微鏡により観察したところ，直径

250 nm 程度の粒状微結晶が多数析出していることが分

かった。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
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Fig. 1 Observed image of Pt-Au/PB 
interdigitated electrodes. 


